
秋
田
ス
カ
イ
フ
ェ
ス
タ
2
0
1
4

ふ
ん
わ
り
と
横
手
の
空
に
舞
う

　

今
年
で
23
回
目
と
な
る
秋
田
ス

カ
イ
フ
ェ
ス
タ
が
、
５
月
３
日
、

平
鹿
町
蛭
野
の
市
教
育
セ
ン
タ
ー

広
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
、
東
北
各
地
か
ら
関

西
ま
で
27
チ
ー
ム
が
参
加
。
春
の

横
手
の
空
を
各
チ
ー
ム
の
気
球
が

彩
り
ま
し
た
。

　

旧
平
鹿
町
と
旧
大
雄
村
の
熱
気

球
愛
好
者
が
、
交
流
の
場
を
作
ろ

う
と
実
行
委
員
会
を
組
織
し
て
始

ま
っ
た
大
会
は
す
っ
か
り
定
着
し
、

こ
の
大
会
を
楽
し
み
に
毎
年
参
加

す
る
チ
ー
ム
も
あ
り
ま
す
。

　

無
風
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
に
恵

ま
れ
た
３
日
に
は
、
熱
気
球
係
留

体
験
が
行
わ
れ
、
家
族
連
れ
な
ど

約
３
５
０
人
が
20
㍍
の
高
さ
を
体

験
し
ま
し
た
。
早
朝
４
時
30
分
に

家
族
と
一
緒
に
秋
田
市
の
自
宅
を

出
発
し
て
き
た
と
い
う
鈴
木
彩
姫

さ
ん
と
結
蒼
さ
ん
の
姉
妹
は
、
初

め
て
の
熱
気
球
を
体
験
し
「
と
て

も
高
く
て
、
車
も
人
も
ア
リ
み
た

い
に
見
え
た
。
少
し
怖
か
っ
た
け

ど
お
も
し
ろ
か
っ
た
」
と
笑
顔
で

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

秋
田
ス
カ
イ
フ
ェ
ス
タ
は
、
参

加
チ
ー
ム
が
自
由
に
空
を
飛
行（
フ

リ
ー
フ
ラ
イ
ト
）
す
る
数
少
な
い

大
会
の
一
つ
で
す
。
各
チ
ー
ム
の

気
球
は
穏
や
か
な
朝
の
日
差
し
を

浴
び
て
ゆ
っ
く
り
と
横
手
の
空
を

楽
し
ん
で
い
る
よ
う
で
し
た
。

１_平鹿平野を見渡せる熱気球の係留搭乗体験　２_多くの見物客が見つめる中、ゆっくりと浮かび上がる色とりどり
の熱気球　３_地上から「いってらっしゃい」の声に見送られ、手を振って応える搭乗者。全国から27機がフライト
４_体験搭乗を終えた子どもたちは「楽しかった」と笑顔
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一夜限りの桜ライトアップショー(平鹿・浅舞公園)一夜限りの桜ライトアップショー(平鹿・浅舞公園)

主な内容主な内容
●市政の窓（地域づくり協議会委員紹介、春の叙勲、国民
文化祭実行委員会、ゴミの出し方ほか）…２～５　●市政
情報便（職員採用試験ほか）…６～７、10～11　●まちの
話題・ニュース東西南北（横手の家庭料理教室、たらいこ
ぎ競争ほか）…８～９　●情報・いどばたプラザ…12～14
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■地域づくり協議会に関するお問い合わせは
　各地域局地域振興課または総務企画部経営企画課
　（市役所本庁舎内） ☎35̶2164

 

◎松井　　崇○稲葉　晴美　高橋　　永　柴田　嘉子
　早山　政美　中山　榮治　中谷　武司　伊藤　　智
　木村美貴夫　桂川　正見　中村　昭一　鎌田　文浩
　鶴田　裕子　奥山ひとみ　和賀　完治　神谷　光子
　富岡　公子　赤川　晴公 

◎髙橋　　剛○黒田　　稔　髙橋　リカ　平良木　保
　石川　冴子　藤原　秀雄　佐藤　和彦　高橋　美幸
　佐々木浩美　千葉　和廣　佐々木初子　宇佐美照美
　山中　恵子　大類　　誠　高橋　　彰　笹　智恵子

◎菊地　利徳○佐藤　節子　谷口　勝義　深澤　重史
　柴田　俊男　伊藤　平悦　佐々木康子　後藤　　薫
　齊藤　智美　柿﨑大二朗　新山　容子　髙橋　　司
　柴田　優子　齋藤　和栄　田中　正博　本多　和芳

◎佐藤　　誠○加賀屋順吉　柏原　秀司　高橋　幹夫
　佐々木　宏　伊藤　富男　佐藤　基永　大庭喜美子
　東海林博子　塩田　悦子　高橋　康男　小西　晶子
　利　源四郎　加賀屋　厚　佐々木和幸　小野智香子
　狩野　健一　宇佐美四十二

◎渡部　　卓○田牧　秀美　若松　義十　加藤　紀夫
　守屋　裕一　太田　和昭　佐々木拓郎　鈴木　寧子
　菊地　一男　村上　吉一　伊藤　里恵　小棚木敬司
　宮川富士子　竹澤　勇太　千田　順子　長谷山厚成
　加藤　　司　太田　壽一

◎髙橋　純一○髙階　房夫　前田　利廣　土田　宇一
　菊地　　実　畑山　雅一　千田慎之介　新山　　武
　髙橋　　淳　佐藤　留美　柴田由美子　丹尾るみ子
　佐藤　愛生　柿崎　　聡　佐々木　久

◎髙   　　登○中村　正子　高橋　誠一　藤原　公開
　島田　　實　石沢　達雄　高橋　健一　小原千恵子
　永沢真紀子　小山　誠一　髙　志保子　高橋富士子
　太田　耕作　橋本　紘志　高橋　秋子

◎藤谷　久一○戸田　頼章　柴田　厚司　佐々木米子
　佐々木とし子　小棚木美和子　小棚木賢作　鈴木　正和
　岡根　弘幸　加藤　　孝　小松田　泰　安藤　正士
　渡邉　康男　小松　宏喜　佐藤　純子

増  　田 

平  　鹿 

雄 物 川

大    森 

十 文 字

山    内

大    雄

　　　　　　　　　　　　◎会長　○副会長

横　　手 

　

地
域
の
声
を
市
政
に
反
映
し
、
地

域
づ
く
り
に
市
民
の
み
な
さ
ん
が
主

役
と
な
っ
て
取
り
組
む
た
め
の
組
織

と
し
て
、
平
成
22
年
４
月
に
『
地
域

づ
く
り
協
議
会
』
が
市
内
８
地
域
に

発
足
し
、
地
域
の
課
題
や
活
性
化
策

等
に
つ
い
て
協
議
し
て
き
ま
し
た
。

　

平
成
26
年
３
月
で
第
２
期
委
員
の

任
期
が
満
了
し
た
こ
と
に
伴
い
、
こ

の
４
月
か
ら
３
期
目
の
委
員
と
し
て

新
た
に
１
３
１
人
の
市
民
の
み
な
さ

ん
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
平

成
26
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
28
年
３

月
31
日
ま
で
の
２
年
間
で
、
地
域
の

 

８地域の特性を
生かした事業を展開

 行政報告 市政の窓行政報告 

重
要
な
計
画
策
定
や
、
公
共
施
設
の

設
置
・
変
更
・
廃
止
等
に
つ
い
て
意

見
を
述
べ
た
り
、
各
地
域
で
平
成
25

年
度
に
策
定
し
た
『
第
２
期
地
域
づ

く
り
計
画
』
の
見
直
し
、
『
元
気
の

出
る
地
域
づ
く
り
事
業
』
に
お
け
る

実
施
内
容
の
審
議
等
を
行
い
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
は
、
各
地
域
の
地
域

づ
く
り
計
画
に
基
づ
き
、
２
４
６
事

業
が
『
元
気
の
出
る
地
域
づ
く
り
事

業
』
と
し
て
実
施
さ
れ
る
予
定
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
特
性
を
生
か
し

た
ま
ち
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

みんなが主役のまちづくりを実践

地域づくり協議会  新体制でスタート

～地域づくり協議会委員の皆さんを紹介します～
地 域 名 地域づくり協議会委員氏名（敬称略）

市民主導での個性あふれる
　　　　地域づくりを目指し
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市内から8人が晴れの栄誉に

市政の窓

元横手市議会議員
阿部信孝氏（横手・72 歳）

元十文字町立植田保育所長
菅原令子氏（十文字・70歳）

元横手市消防団分団長
半田勝司氏（横手・76 歳）

元各種統計調査員
藤原直文氏（平鹿・76 歳）

元横手市消防団分団長
小田嶋吉郎氏（横手・75歳）

春
の
叙
勲

　
平
成
26
年
春
の
叙
勲
お
よ
び
第
22
回
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
が
発
表

さ
れ
ま
し
た
。
本
市
か
ら
受
章
さ
れ
た
皆
さ
ん
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

元横手平鹿広域市町村圏組合
消防司令長
伊藤勝雄氏（横手・69歳）

平成26年春の叙勲・第22回危険業務従事者叙勲  

元横手市消防司令長
髙橋幸男氏（十文字・67歳）

旭日双光章
【地方自治功労】

瑞宝単光章
【消防功労】

瑞宝単光章
【消防功労】

瑞宝単光章
【消防功労】

瑞宝単光章
【消防功労】

元増田町消防団分団長
遠藤孝一郎氏（増田・73歳）

瑞宝単光章
【児童福祉功労】

瑞宝単光章
【統計調査功労】

瑞宝双光章
【消防功労】 危

険
業
務
従
事
者
叙
勲

　

み
な
さ
ん
は
、
横
手
市
で
暮
ら
し
て
い

て「
こ
ん
な
こ
と
が
で
き
れ
ば
い
い
の
に
」と

か
「
こ
ん
な
ま
ち
づ
く
り
を
し
て
み
た
ら

ど
う
だ
ろ
う
」
な
ど
、
日
ご
ろ
考
え
て
い

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

市
で
は
、
こ
れ
ま
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
形

で
、
広
く
市
民
の
み
な
さ
ん
の
声
を
聴
く

機
会
を
作
り
、
ご
意
見
を
市
政
に
反
映
さ

せ
る
よ
う
努
め
て
き
ま
し
た
。

 

『
市
長
へ
の
手
紙
』
は
、
市
民
の
み
な
さ

ん
か
ら
の
ご
意
見
な
ど
を
、
郵
便
や
電
子

メ
ー
ル
等
で
お
受
け
す
る
も
の
で
す
。

　

市
政
に
対
す
る
ご
意
見
や
ご
要
望
、
ま

ち
づ
く
り
へ
の
ア
イ
デ
ア
な
ど
を
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。
み
な
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
実
施
方
法

・
郵
送
、
電
子
メ
ー
ル
ま
た
は
ご
持
参
く

　

だ
さ
い
。

・
用
紙
の
種
類
、
様
式
は
問
い
ま
せ
ん
。

　

自
由
な
体
裁
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

・
後
日
、
お
返
事
を
差
し
あ
げ
る
際
に
必

　

要
で
す
の
で
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

　

電
話
番
号
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

 
〜
市
長
へ
の
手
紙
〜

　市民のみなさんからお寄せいただいた私あての
手紙は、私が直接拝見したうえで、関係部局に調
査、検討を指示し、今後の市政運営の参考にさせ
ていただきます。
　市と市民のみなさんとが市の課題を共有し、市
民一人ひとりが誇りを持てるまちづくりにつなが
るような、率直な意見や大胆な発想をお聞かせく
ださい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　横手市長　　髙 橋 　大

送り先・問い合わせ先

〒013-8601　横手市中央町８番２号　横手市役所
秘書広報課　秘書・政策調整係 「市長への手紙」あて
    hisho@city.yokote.lg.jp     ☎35-2189

ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い 
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市政の窓行政報告 

第29回国民文化祭実行委員会第4回総会

開催に向け準備を進める
　

10
月
４
日
か
ら
11
月
３
日
ま
で
開

催
さ
れ
る
『
第
29
回
国
民
文
化
祭
・

あ
き
た
２
０
１
４
』
の
横
手
市
実
行

委
員
会
第
４
回
総
会
が
４
月
21
日
、

市
役
所
本
庁
舎
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

実
行
委
員
会
の
会
長
を
務
め
る
髙

橋
市
長
は
「
秋
の
開
催
ま
で
、
今
日

で
残
す
と
こ
ろ
１
６
６
日
に
な
っ
た
。

当
市
で
行
わ
れ
る
８
事
業
の
成
功
は

も
ち
ろ
ん
、
こ
の
機
会
に
横
手
の
魅

力
を
全
国
に
発
信
し
て
い
き
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
事
務
局
が
平
成
25
年
度

事
業
実
績
報
告
や
平
成
26
年
度
事
業

計
画
な
ど
を
委
員
に
説
明
し
、
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
10
月
25
日
、
26
日
に
開
催

す
る
『
あ
き
た
Y
O
S
A
K
O
I
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
』
の
出
演
団
体
に
、

記
念
総
踊
り『
い
や
さ
か
A
K
I
T
A
』

の
振
付
D
V
D
を
配
布
し
、
練
習
を

始
め
て
も
ら
う
な
ど
、
本
番
に
向
け

た
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

災害時における協力に関する協定締結式

市民の安全安心を守る
　

市
で
は
地
域
防
災
計
画
に
基
づ
き

災
害
時
に
市
民
の
安
全
と
安
心
を
守

る
た
め
、
公
共
機
関
や
民
間
事
業
者

と
援
助
協
定
の
締
結
を
進
め
て
い
ま

す
。
４
月
23
日
に
は
、
一
般
社
団
法

人
秋
田
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
、
株
式
会

社
伊
藤
園
の
そ
れ
ぞ
れ
と
協
定
を
締

結
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
協
定
で
秋
田
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス

協
会
か
ら
は
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
や
炊
き
出

し
用
器
材
な
ど
が
調
達
で
き
、
伊
藤

園
か
ら
は
、
飲
料
の
提
供
を
受
け
る

こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。
髙
橋

市
長
は
「
東
日
本
大
震
災
の
教
訓
を

生
か
し
、
ふ
だ
ん
か
ら
協
定
先
と
情

報
交
換
を
密
に
し
て
、
市
民
の
安
全

を
守
っ
て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し

た
。

　

災
害
時
の
援
助
協
定
の
締
結
は
、

今
回
の
２
者
を
含
め
35
件
と
な
り
ま

し
た
。
市
で
は
、
今
後
も
事
業
者
等

か
ら
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
災
害
対

策
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。協定書を手にする木村繁県LPガス協会

会長（左）、髙橋市長（中）、森川博行
伊藤園北東北地区営業部長（右）

開催への熱意を語る髙橋市長

チャレンジデーに参加しましょう！チャレンジデーに参加しましょう！

　５月28日に開催されるチャレンジデー。横手市の
今回の対戦相手は、大阪府柏原市です。各地域局単
位で準備を進めていますのでぜひご参加ください。
　今回、チャレンジランニングと題して、アテネパ
ラリンピックのマラソンの部で金メダルを獲得した
高橋勇市選手が、午前９時に赤坂総合運動公園をス
タートし、市内65㌔を走ります。伴走したい方はお
問い合わせください。また、『恋するフォーチュン
クッキー踊ってチャレンジデー』を企画しました。
午前８時から市役所本庁舎前市民広場で、午後０時
30分からは道の駅さんな
いで行いますので、皆さ
んも曲に合わせて一緒に
踊ってみませんか。
　15分以上の運動をした
後は、報告が必要です。
市スポーツ振興課や各地
域の生涯学習センターま
でご連絡ください。

◆問合せ／市スポーツ振
　興課（横手市就業改善
　センター内）☎35-2173

　

４
月
16
日
、
横
手
市
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
活
用
研
究
会
設
立
総
会
が
条
里

南
庁
舎
で
開
催
さ
れ
、
54
の
企
業
・

団
体
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
世
界
的
な
環
境
問
題
に

対
応
す
る
た
め
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地

産
地
消
に
向
け
て
、
研
究
開
発
や
普

及
活
動
を
進
め
る
と
と
も
に
、
市
民

生
活
の
向
上
と
市
内
事
業
所
の
育
成
、

雇
用
創
出
な
ど
地
域
経
済
活
性
化
に

つ
な
げ
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　

会
長
に
選
出
さ
れ
た
武
茂
広
行
・

横
手
建
設
社
長
は
「
横
手
に
合
っ
た

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
法
を
研
究

し
、
産
学
官
民
が
一
体
と
な
り
、
実

り
の
あ
る
会
に
し
た
い
」
と
あ
い
さ

つ
。
続
い
て
、
髙
橋
市
長
が
「
大
き

な
成
果
を
地
域
に
も
た
ら
し
て
ほ
し

い
」
と
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
研
究

会
で
は
、
事
業
計
画
を
ま
と
め
た
後

に
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
促
進
に

向
け
た
活
動
を
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。

横手市自然エネルギー活用研究会設立

横手版再生可能エネルギーを

記念講演を行った東北経済産業局の
佐藤和男・エネルギー対策課長

　現在ごみ処理を行っている3施設を統合した新しい
ごみ処理施設『クリーンプラザよこて』が平成28年度
から本稼働します。これに合わせて、地域により異な
っていたごみの分別方法が、全市で統一されます。
　今後、各地域で新しい分別方法の説明会を実施し
ていきますので、市民の皆様のご参加と新分別への
ご理解とご協力をお願いします。

●問合せ　市市民生活部生活環境課（本庁舎内）☎３５-２１８４

◎新しい分別方法の説明会を各地区会議などで実施しています。町内会等での
　説明会をご希望の場合は、説明に伺いますので、下記担当課までお問い合わ
　せください。

これまでの分け方をさらに細かくすることにより、埋立処分量を減らし、
再利用できる「資源」として活用し、資源循環型社会の形成を推進す
ることを目的にしています。

東部地域（横手・山内）では、分別の仕方が大きく変わるため、モデル
地区として、横手地域金沢の一部、南町２区で新しい分別方法を試行し
てきました。６月からは、以下の地域についても試行をスタートし、その
ほかの地域については、説明会を行いながら受け入れの準備が整った地
域から順次試行していくことにしています。

●６月１日から→金沢全域（横手）、南町１区～４区（横手）　　
●８月１日から→山内地域の一部

◎出し方
　●不燃ごみと資源ごみは集積所で分別（集積所に設置したコンテナ
　　やネットへ分別）します。
　●びん類は集積所で、びんの色ごとに分別します。
　●これまでの不燃ごみの一部が、可燃ごみ、資源ごみになります。
　●西部地域（雄物川・大森・大雄）のごみの出し方に大きな変更
　　はありません。南部地域（増田・平鹿・十文字）は、ごみ集積
　　所でコンテナによる分別に変わります。

◎平成 28 年度の本稼働に向けて ６月から順次試行します。

平成28年度から
ごみの出し方が変わります

新しいごみの出し方の説明会新しいごみの出し方の説明会

集積所でコンテナごとに分別集積所でコンテナごとに分別

モデル地区での実施の様子モデル地区での実施の様子

ごみの出し方が変わります

◎何が変わるの？ → ごみの分別の仕方が変わります。
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市政情報便  市役所からのお知らせ

※市ホームページ(http://www.city.yokote.lg.jp)の『横手市ウェブサイトの情報を探す』に９桁のページ番号を入力すると関連情報がご覧いただけます

市政の窓行政報告 

■一般行政職・保健師・看護師・管理栄養士・介護福祉士
◆試験区分および採用予定人数（試験区分の併願はできません）　HPページ番号000018251

■消防職員　
◆試験区分および採用予定人数　　　HPページ番号000018252

◆住居要件／採用後は横手市内に居住すること
◆申込み／〒013-0060　横手市条里一丁目１番１号
　　　　　横手市消防本部総務課☎0182-32-1111

※試験案内・申込用紙は、市消防本部、消防署および各
　分署にあります。郵便で請求する場合は、封筒の表に
　試験名（例：初級試験案内請求）を朱書きし、宛先を
　明記して140円切手を貼った返信用封筒（角形２号） 
   を同封のうえ、市消防本部にお送りください。申込用
　紙等は市ホームページからもダウンロードできます。

男　性
160㎝以上
50㎏以上

 両眼とも矯正視力0.7以上
 赤・青・黄色の色彩が識別できること
 ２ｍ以上の距離で低語聴取ができること

女　性
155㎝以上
45㎏以上

◆身体要件／市消防本部作成の健康診断書が必要
　

◆免許要件／平成27年3月31日まで、普通自動車運転免
　許（マニュアル車）を取得すること

１名程度

受 験 資 格第１次試験
期日・会場 試験内容受付期間採用人数区分

中級

初級

職務経験者 ７月１日（火）

７月25日（金）
　
８月15日（金）

平成２年４月２日から平成７年４月１日までに生
まれた方で、救急救命士専門学校等卒業または卒
業見込みの方（大学卒業または卒業見込みの方を
除く）

平成６年４月２日から平成９年４月１日までに生
まれた方で、平成27年３月に高校卒業見込みの方

昭和54年４月２日から平成５年４月１日までに生
まれた方で、消防職として３年以上の経験を有す
る方。または退職後２年以内で同様の資格を有す
る方

～
～

４名程度

６月２日（月）
　
      23日（月）

教養試験
適性検査
個人面接

書類選考

９月21日（日）
【条里北庁舎】

■大森病院職員　HPページ番号000018246 
◆職種および採用予定人数／
　看護師若干名、介護士若干名、薬剤師２名
◆受験資格／次の要件を満たす方
　【看護師】
　・昭和59年４月２日以降に生まれた方
   【介護士】
   ・昭和59年４月２日以降に生まれた方
   【薬剤師】
   ・昭和54年４月２日以降に生まれた方
　【共通要件】
　・採用後、通勤に支障のない範囲に居住できる方　
　・各職種に必要な免許を有する方、または平成27年３
　　月までに実施される国家試験により免許取得見込み
　　の方
◆試験日／６月29日（日）
◆試験会場／市立大森病院
◆受験申込期限／６月24日（火）必着
◆申込み／〒013-0525　横手市大森町字菅生田245-205
　　　　　市立大森病院総務課☎0182-26-2141

■横手病院職員　HPページ番号000018247
今年度中の採用で、勤務開始は相談により決定します

◆職種および採用予定人数／
　診療放射線技師１名程度
◆受験資格／次の要件を満たす方
　・昭和49年４月２日以降に生まれた方 
　・採用後、通勤に支障のない範囲に居住できる方
　・診療放射線技師の免許を有する方
◆試験日／後日連絡します
◆試験会場／市立横手病院
◆受験受付期間／採用が決定次第、募集を終了します
◆申込み／〒013-8602　横手市根岸町５-31
　　　　　市立横手病院総務課☎0182-32-5001

※試験案内・申込用紙は、それぞれの病院にあります。
　郵便で請求する場合は、封筒の表に『職員採用試験申
　込用紙請求』と朱書きし、宛先を明記して120円切手を
　貼った返信用封筒（角形２号）を同封のうえ、各病院
　の総務課にお送りください。また申込用紙等は病院の
　ホームページからもダウンロードできます。　　

平成 27 年 4月採用　横手市職員採用試験を実施します平成 27 年 4月採用　横手市職員採用試験を実施します

身　長
体　重
視　力
色　覚
聴　力

　横手市では、平成 27 年 4 月に採用する一般行政職、保健師、看護師、管理栄養士、介護福祉士、精神保健福祉士、
消防職員、病院職員を募集します。ぜひ、あなたの力を横手市で生かしてみませんか。

大卒程度の学力を有し、昭和56年４月２日から平成２
年４月１日までに生まれた方で、おおむね５年以上の
職務経験があり、優れた知識、技能を持ち、コミュニ
ケーション能力を備えた、市行政推進の即戦力になる
方（学歴不問）。具体的な職種等については、受験要項
でお知らせします

介護福祉士：介護福祉士資格を有し、昭和54年４月２
日から平成７年４月１日までに生まれた方（平成27年
３月末日まで資格取得見込みの方含む）

教養試験
適性試験
小論文

個人または
集団面接

教養試験
適性試験
小論文
個人面接

大卒程度の学力を有し、昭和61年４月２日から平成５
年４月１日までに生まれた方で、関連の専門課程を修
了した方（平成27年３月修了見込みを含む）

短大・高専卒程度の学力を有し、平成元年４月２日か
ら平成７年４月１日までに生まれた方で、関連の専門
課程を修了した方（平成27年３月修了見込みを含む）
※大卒、または平成27年３月大卒見込みを除く

短大卒程度の学力を有し、平成元年４月２日から平成
７年４月１日までに生まれた方　
※大卒、または平成27年３月大卒見込みを除く

平成６年４月２日から平成９年４月１日までに生まれ
た方で、平成27年３月に高校卒業見込みの方
高卒程度の学力を有し、昭和49年４月２日から平成９
年４月１日までに生まれた方で下記要件を満たす方
・身体障害者手帳（１～６級）をお持ちの方
・自力移動、介護者なしでの受験が可能な方で、筆記
　試験、口述試験に対応できる方

試験内容
（予定）

受験資格第１次試験
期日・会場

受付期間採用
人数

試験
区分

上級Ａ

上級Ｂ

上級
（建築・
  土木）

７月12日（土）
７月13日（日）
【Ｙぷらざ】

教養試験
プレゼン
集団面接

教養試験
専門試験
個人面接

教養試験
適性試験
小論文
個人面接

７月27日（日）

【条里南庁舎
ほか】

５月15日（木）

６月12日（木）

～
～

中級

初級
（身体障        
  がい者
  対象）

職務
経験者

資格職
B

８名程度

建築
２名程度                   
土木
２名程度
※関連業
務に配属

各１名
程度

１名程度

４名程度

介護福祉
士
３名程度

保健師：保健師資格を有し、昭和54年４月２日から平
成５年４月１日までに生まれた方（平成27年３月末日
まで資格取得見込みの方含む）
看護師：看護師資格を有し、昭和49年４月２日から平
成６年４月１日までに生まれた方（平成27年３月末日
まで資格取得見込みの方含む）
管理栄養士：管理栄養士資格を有し、昭和49年４月２
日から平成５年４月１日までに生まれた方（平成27年
５月末日まで資格取得見込みの方含む）※平成27年５
月資格取得者は６月採用予定

教養試験
小論文
個人面接

資格職
A

保健師
１名程度
看護師
２名程度
管理栄養
士
１名程度

中級
（建築・
  土木)

初級

９月21日（日）

【Ｙぷらざ】

教養試験
小論文
プレゼン
集団面接

７月15日（火）

８月14日（木）

小論文
個人面接
プレゼン
集団面接

下記のいずれかに該当する方
１）大卒程度の学力を有し、昭和61年４月２日から平
　　成５年４月１日までに生まれた方（学歴不問）
２）平成５年４月２日以降生まれで、大卒、または平
　　成27年３月に卒業見込みの方

2

2

◆試験案内（要項）の入手方法と問合せ・申込み／
   市役所本庁舎、各地域局で受付期間に配布します。市ホームページからもダウンロードできます。郵送請求の場
　合は、封筒の表に受験区分名（例：上級A試験案内請求）を朱書きし、郵便番号・住所・氏名を記入し140円切手
　を貼った返信用封筒（角形２号）を同封して、下記までお送りください。２次試験の日程などの詳細については
　受験案内、または市ホームページでご確認ください。
　〒013-8601 横手市中央町８番２号 横手市役所総務企画部人事課 ☎0182-35-2163   0182-33-6061
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十文字第一小バトン部十文字第一小バトン部

菅原寿恵さんと成田徹さん､清水洋子さん
によるアンサンブル
菅原寿恵さんと成田徹さん､清水洋子さん
によるアンサンブル

　秋田県立近代美術館で潟上市出身の写真家 ･中村征夫
氏の写真展『海への旅』が７月13日まで開催されています。
　４月26日には、本人による撮影時のエピソードを交え
た作品の紹介や、サイン会が行われました。中村氏は、
地球温暖化等が影響しているとされるサンゴの白化現象
にもふれ「環境問題を考えるきっかけとしてほしい」と
話しました。参加した横手市の赤川史門さんは「写真が
きれいで興味を持ちました。撮影者と会えて感動しまし
た」と、うれしそうにサインを受け取っていました。 本人ならではの解説で海の世界を紹介（左）、サイン会の様子（右）

海の世界で生命の輝きを感じよう
■中村征夫アーティストトーク＆サイン会（横手）

　４月29日、山内黒沢田代沢地区で鹿島様のお召し替
えが行われました。体長4.5ｍの悪病除けの神として祀
られている鹿島様。今年は10数年ぶりに心柱から組み
替えが行われました。新しい『わら』に身を包み、両手
を広げ県境にそびえたつ鹿島様の姿に、参加者は「こ
れで今年も安心して過ごせる」と安堵した様子でした。

県境で疫病神を追い払え （山内）

展示品を熱心に見入るご家族の皆さん

■石坂洋次郎文学記念館にお孫さんら来横

祖父の思い出に触れる

　大正15年から13年間にわたり、横手で教員生活を送っ
た作家石坂洋次郎は、当市を舞台にした『山と川のある
町』など多くの作品を執筆しました。市では、石坂洋次
郎文学記念館（市内幸町）で当時の資料などを展示し、
石坂氏とのゆかりや作品の内容を紹介しています。
　４月16日には、スペインに在住しているお孫さんの石
坂みどりさんとご家族５人が、初めて、同記念館を訪れ
ました。小説や遺品、展示物などを見学し、当時に思い
をはせながら、亡き洋次郎氏をしのんでいました。見物客の声援を受け、バランスを取りながら進む参加者

■名物たらいこぎ競争（増田）

満開の桜の下、ゴールを目指す

　毎年恒例となった名物『たらいこぎ競争』が、真人公
園さくらまつり開催中の４月29日、公園沼で行われまし
た。たらいこぎ競争には、小学生３人を含む男女23人が
参加。直径90㌢、深さ40㌢のたらいに乗り、バランスを
崩さないように慎重に水をかき分けながら、マラソンに
ちなんだ42.195㍍先のゴールを目指しました。
　うららかな春の日差しの中、沼のほとりには、満開の
桜の花見も兼ねた見物客が訪れ、参加者に拍手や声援を
送りながらイベントを楽しんでいました。

　４月28日、今年初めてとなるウオーキングデーが開催
され、市民88名が参加しました。参加者はかまくら館前
で準備運動をした後、満開の桜が彩る穏やかな風景を楽
しみながら、横手川沿いや横手公園など約５㌔のコース
を巡りました。
  ウオーキングデーは、その時々の自然や季節を感じな
がら歩くことで、健康づくり、仲間づくり、地域の魅力
の再発見につなげようとするものです。開催日等は最終
ページ 『暮らしのカレンダー』よりご確認ください。

■よこてウオーキングデー（横手）

春の横手を歩いてみよう

春の風景を満喫しながら歩みを進める参加者の皆さん

（横手）全校生徒できれいなまちを

　４月28日、県立横手高校定時制の生徒たちが周辺地
域のクリーンアップを行いました。校庭に集合した全
校生徒は『地域社会への貢献』という目的を確認した
後、各グループに分かれて神明町付近の道路や側溝な
どのごみを拾い集めていました。平成20年から続くこ
の活動は今回で７回目となります。

　６月にモスクワで開催されるバスケットボール３ｘ３
世界選手権大会に出場する男子日本代表チームの強化合
宿が、５月５・６日に横手体育館で行われました。３ｘ
３は、国際バスケット連盟がオリンピックでの正式種目
化を目指している３人制バスケットボールです。
　５日には、練習の合間に市内の小学生から高校生まで
68人が参加し、選手との交流会が開催されました。横手
市スポーツ大使の長谷川誠氏も参加し、クリニックやミ
ニゲームなどを行い、楽しいひとときを過ごしました。 日本代表選手らと元気にプレーする子どもたち

世界選手権に向け強化合宿
■バスケットボール ３ ｘ ３日本代表強化合宿(横手）

スリーバイスリー

■バスケットボール ３ ｘ ３日本代表強化合宿(横手）

サインボールをプレゼントサインボールをプレゼント

（平鹿）家内安全願いぼんでん奉納

　平鹿地域の醍醐荒処に300年以上前から伝わる『沼入
りぼんでん』が５月１日、弁財天沼で行われ、厄年や
子どもの誕生など人生の節目を迎えた男性６人が参加
しました。神事を終えて沼に入った男衆が、中央に高
さ約４㍍のぼんでんを突き立てると、集まった見物客
から大きな拍手がわきおこりました。

　39歳から66歳までの就労していない若者などの職業
的自立を支援するため 『若者サポートステーションよ
こて』(☎23-5101)がすこやか横手内に開設され、４月17日
にかまくら館で開所式が行われました。専門のスタッ
フが関係機関と連携し、本人とその家族の支援にあた
り、就職までのケアを行いますのでご相談ください。

若者の就職を専門スタッフが支援

秋田労働局・木下和也職業安定部長が講演秋田労働局・木下和也職業安定部長が講演

親子で楽しくクッキング

　横手ごっつぉお膳実行委員会（齊藤純子委員長）が、横
手に伝わる郷土料理の素晴らしさを次世代に伝えるレシ
ピ本『台所だより』を製作。４月19日、栄公民館でこの本を
使った料理教室が開催され、親子ら25人が参加しました。
　講師を務めた栄養士の菅妙子さんが、おいしく作るた
めの“一手間”の大切さを参加者に伝え、『ばっきゃ味噌』
のフキノトウが茹でられると、調理場は春の香りでいっ
ぱいになりました。同会では今後も料理教室を開催し、
横手の家庭の味を伝えていくことにしています。

■よこての家庭料理教室～郷土料理～（横手）

『ばっきゃ味噌』や『赤飯』､『なると餅』の作り方のこつを伝える教室
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市政情報便  市役所からのお知らせ

『
軽
自
動
車
税
の
納
付
書
』を
発
送
し
ま
し
た

　

軽
自
動
車
税
の
納
税
通
知
書
が

ま
だ
お
手
元
に
届
い
て
い
な
い
方

や
、
車
検
等
で
納
税
証
明
書
が
必

要
な
方
は
、
市
民
税
課
、
納
税
課
、

各
地
域
局
地
域
振
興
課
の
い
ず
れ

か
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
軽
自
動
車
税
の
納
付
期
限
は
６

月
2
日（
月
）で
す

　

直
接
納
付
さ
れ
る
方
は
、
納
期

限
ま
で
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

口
座
振
替
の
方
は
振
替
日
ま
で
に

通
帳
残
高
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◆
軽
自
動
車
税
の
減
免
申
請
期
限

は
５
月
26
日（
月
）で
す

　

障
が
い
が
あ
る
方
な
ど
の
減
免

は
、
毎
年
申
請
が
必
要
で
す
。

　

該
当
さ
れ
る
方
や
ご
家
族
の
方

は
、
申
請
書
類
等
を
準
備
の
上
、

最
寄
り
の
地
域
局
や
市
民
税
課
ま

で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

　

市
財
務
部
市
民
税
課（
市
役
所
本

　

庁
舎
内
）
☎
３
２
‐
２
５
１
０

　

市
財
務
部
納
税
課
（
市
役
所
本

　

庁
舎
内
）
☎
３
２
‐
２
５
１
８

　

各
地
域
局
地
域
振
興
課

ＨＰページ番号／000001270､000001272 税　金

出
会
い
イ
ベ
ン
ト
を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
し
ま
せ
ん
か
？

　

独
身
男
女
の
出
会
い
イ
ベ
ン
ト

を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
し
て
み
ま
せ
ん

か
。
市
で
は
少
子
化
対
策
や
地
域

活
性
化
の
一
環
と
し
て
、
独
身
の

男
女
が
気
軽
に
楽
し
む
こ
と
が
で

き
る
イ
ベ
ン
ト
の
事
業
費
を
助
成

し
ま
す
。

◆
企
画
内
容
／
独
身
男
女
（
20
歳

　

以
上
）
の
出
会
い
の
場
を
創
出

　

す
る
企
画

◆
応
募
資
格
／
市
内
で
活
動
す
る

　

団
体
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
会
社
、
任
意

　

団
体
等
）

◆
企
画
条
件
／
独
身
男
女
合
わ
せ

　

て
20
人
以
上
の
参
加
を
対
象

※
特
定
の
構
成
員
（
会
員
）
限
定

　

の
事
業
で
は
な
い
こ
と

◆
応
募
期
限
／
５
月
30
日（
金
）   

※
補
助
額
は
、
一
団
体
あ
た
り
、

　

50
万
円
以
内
で
す
が
予
算
に
は

　

限
り
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は

　

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い

　

た
だ
く
か
、
経
営
企
画
課
ま
で

　

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
応
募
先
・
問
合
せ
】

　

市
総
務
企
画
部
経
営
企
画
課（
市

　

役
所
本
庁
舎
内
）

　

☎
３
５
‐
２
１
６
４

ＨＰページ番号／000014427 募　集

教育委員会短信
　問合せ 教育総務課 　 32-2402　問合せ 教育総務課 　 32-2402●

４月
ＨＰページ番号000014583ＨＰページ番号000014583

※市ホームページ(http://www.city.yokote.lg.jp)の『横手市ウェブサイトの情報を探す』に９桁のページ番号を入力すると関連情報がご覧いただけます

税　金
　

国
民
健
康
保
険
税
や
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
料
は
、
前
年
の
所
得

か
ら
算
定
さ
れ
る
の
で
所
得
の
申

告
が
必
要
で
す
。

　

税
務
署
に
確
定
申
告
を
し
た
方

や
、
市
に
市
・
県
民
税
申
告
を
し

た
方
は
申
告
が
終
了
し
て
い
ま
す
。

勤
務
先
か
ら
市
に
給
与
支
払
報
告

書
が
提
出
さ
れ
て
い
る
方
で
他
の

所
得
が
な
い
方
や
、
収
入
が
公
的

年
金
（
障
害
者
年
金
な
ど
の
非
課

税
年
金
を
除
く
）
の
み
の
方
は
申

告
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
国
民
健
康
保
険
や
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
に
加
入
し
て
い
る
本
人

や
世
帯
の
方
で
、
申
告
の
必
要
が

あ
る
方
に
は
後
日
、
申
告
の
案
内

を
お
送
り
し
ま
す
。
な
お
、
未
申

告
の
ま
ま
で
は
、
次
の
よ
う
な
こ

と
に
影
響
が
生
じ
ま
す
。

《
国
民
健
康
保
険
税
や
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
料
の
軽
減
を
受
け
る

と
き
》
・・・
世
帯
の
所
得
金
額
が

一
定
の
基
準
以
下
で
あ
る
場
合
、

保
険
税
（
保
険
料
）
を
軽
減
す
る

制
度
が
あ
り
ま
す
。
未
申
告
の
場

合
は
所
得
金
額
が
分
か
ら
ず
、
適

正
な
軽
減
を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

《
１
カ
月
の
医
療
費
が
高
額
に
な

っ
た
と
き
》
・・・
高
額
療
養
費
等

に
該
当
し
、
医
療
費
の
払
い
戻
し

を
受
け
る
際
や
、
自
己
負
担
額
の

上
限
を
定
め
る
限
度
額
認
定
証
、

入
院
時
食
事
代
の
減
額
認
定
証
の

交
付
を
受
け
る
場
合
に
も
、
世
帯

に
未
申
告
の
方
が
い
る
と
適
正
な

認
定
証
の
交
付
が
受
け
ら
れ
な
い

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

【
問
合
せ
】

　

市
財
務
部
市
民
税
課（
市
役
所
本

　

庁
舎
内
）
☎
３
２
‐
２
５
１
０

　

ま
た
は
各
地
域
局
地
域
振
興
課

募　集ＨＰページ番号／000001351
　

市
で
は
、
市
が
管
理
す
る
道
路

や
公
園
な
ど
の
公
共
施
設
の
環
境

美
化
を
担
っ
て
い
た
だ
く
『
公
共

施
設
市
民
サ
ポ
ー
タ
ー
』
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
早
朝
に
玄
関
前
の

歩
道
を
清
掃
し
て
く
だ
さ
っ
て
い

る
方
、
道
路
沿
い
の
除
草
を
し
て

く
だ
さ
っ
て
い
る
方
、
こ
れ
か
ら

や
ろ
う
と
し
て
い
る
方
な
ど
登
録

し
て
活
動
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

◆
市
民
サ
ポ
ー
タ
ー
と
は

　

公
共
施
設
の
清
掃
や
除
草
作
業

な
ど
は
市
が
定
期
的
に
行
っ
て
い

ま
す
が
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
協

力
を
得
な
が
ら
よ
り
行
き
届
い
た

管
理
を
行
う
た
め
、
実
施
し
て
い

ま
す
。
現
在
61
団
体
の
方
に
登
録

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

◆
登
録
資
格 

　

個
人
、
家
族
、
学
校
、
企
業
な

ど
ど
な
た
で
も
登
録
で
き
ま
す
。

◆
活
動
内
容 

　

サ
ポ
ー
タ
ー
が
指
定
し
た
公
共

施
設
の
ご
み
収
集
や
除
草
作
業
、

施
設
に
関
す
る
情
報
提
供
な
ど
。

◆
サ
ポ
ー
タ
ー
へ
の
支
援

　

活
動
に
必
要
な
花
苗
、
物
品
、

用
具
の
支
給
や
市
民
サ
ポ
ー
タ
ー

の
名
称
入
り
の
看
板
設
置
な
ど
の

支
援
を
行
い
ま
す
。

【
問
合
せ
】

　

市
建
設
部
建
設
監
理
課
（
県
平

　

鹿
地
域
振
興
局
内
）

　

☎
３
２
‐
２
４
０
６

　

ま
た
は
、
横
手
地
域
局
地
域
振

　

興
課
、
各
地
域
局
産
業
建
設
課

所
得
の
申
告
は
、
基
本
的
に
す
べ
て
の
方
に
必
要
で
す

公
共
施
設
市
民
サ
ポ
ー
タ
ー
を
募
集
し
て
い
ま
す

市政の窓行政報告 

　飲用井戸等を使用している場合は、衛生管理のため
１年に１回、水質検査を受けましょう。
　※水質検査は有料になります。
【飲用井戸等とは】
　上水道、簡易水道、専用水道および簡易専用水道、
小規模水道に属さない30人未満の少人数に供給してい
る水道および井戸等
◆飲用井戸等の相談先・水質検査受付場所
　〒013-0044   横手市横山町１番１号 
　市健康福祉部健康推進課（横手保健センター内）
　☎33-9600

 飲用井戸等の水質検査について　 飲用井戸等の水質検査について　

　６月１日は、人権擁護委員法が施行された日です。
　大曲人権擁護委員協議会と秋田地方法務局大曲支局
では、この日に合わせ人権相談所を開設します。差別
や偏見、子どもや高齢者への虐待、近隣との争いごと
などの相談に応じます。相談は無料で秘密は厳守しま
す。

◆時　間／午前10時～午後３時
◆問合せ／秋田地方法務局大曲支局☎0187-63-2100

◆開設場所および地域担当人権擁護委員

人権・困りごと相談所を開設します人権・困りごと相談所を開設します

　ごみ集積所整備の補助制度を平成26年度から変更しています。条件を満たすことで、今までよりも多くの補
助金交付を受けることができます。
　平成28年度からの新しいごみの分別には、大きいサイズのごみの集積庫があることが望ましくなります。拡
充された補助制度を利用して、ごみ集積庫の設置、大型化、統合をご検討ください。

※1,500㍑の目安は、幅130㌢×高さ150㌢×奥行80㌢
　以上で開閉扉が観音開きのもの

ＨＰページ番号000001347ＨＰページ番号000001347

ごみ集積所整備事業補助金の補助率を拡大しますごみ集積所整備事業補助金の補助率を拡大します

◆問合せ／市市民生活部生活環境課（市役所本庁舎内）    
      　　　☎35-2184

　　補助の要件
　　消耗品購入
　集積庫修繕のみ
　　1,500㍑未満

　　
　　1,500㍑以上※

　　1,500㍑以上※
　　で集積所を統合

補助率と限度額

事業費の２/３
限度額60,000円

事業費の３/４
限度額150,000円

事業費の４/５
限度額200,000円

整
備
後
の
集
積
庫
の
容
量

補助加算額

―

山  内

横  手

平　鹿

雄物川

大　森

大　雄

増　田

十文字

６/１
（日）

６/２
（月）

６/２
（月）
６/２
（月）
６/２
（月）
６/２
（月）
６/３
（火）
６/４
（水）

山内地域局

Yぷらざ

浅舞公民館

雄物川コミュニ
ティセンター
大森コミュニテ
ィセンター
大雄地域福祉セ
ンター
増田地域多目的
研修センター
十文字文化セン
ター

髙　志保子　石川　冴子

七尾喜美代　堀内　新一
前澤　弘子　松井　敏博
髙見　祥一　髙　　俊一
清水　京子　 
佐野　洋子　戸部　英二   
神　　英夫　照井　静信
上法　快晴　佐々木栄一　 
狩野　和枝
朝川　順子　嵐田友之助　 
伊藤眞輝子 

滝澤　將弘　髙橋　典雄

内藤新左衛門   石川　冴子
織田智　子
佐々木弘子　近　るり子
髙橋　純一　土谷　昭市

地 域 期 日 場 所 人権擁護委員名

◎現況集積所が７年以内に作製 
   したものでそれを新たに整備
   する場合10,000円を加算
◎現況の集積所が公共用地にあ
　り、それを民間の土地に移転
　する場合5,000円を加算

申請内容

集積所消耗品の購入
　防鳥ネットや清掃用品の購入

集積所の補修修繕
　防サビ塗装、開閉扉や屋根の修
　繕、補修材の購入

集積庫の購入、製作
　既存の開放型集積所を集積庫設
　置型に改良、２つ以上の集積所
　を統合して集積庫を設置する場
　合など

２

■４月定例教育委員会の審議内容（４月28日）
◎横手市学校評議員の委嘱
◎横手市スポーツ推進審議会委員の委嘱
◎横手市スポーツ推進委員の委嘱
◎横手市伝統的建造物群保存地区保存条例施行規則の
　改正　　横手市伝統的建造物群保存地区防災計画策
　定のために防災計画策定委員会を設置。建造物など
　の現状変更等の手続きを簡素化するための規則改正　
　横手市増田伝統的建造物群保存地区とは
　内蔵に象徴される横手市増田町のまちなみ（中町、
　七日町、本町、田町の各一部、約10.6ヘクタール）
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市
内
名
所
を
巡
る
半
日
観
光

　
　

に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

◆
日
時
／
５
月
27
日（
火
）午
前
８
時

　

45
分
〜

◆
集
合
場
所
／
条
里
南
庁
舎
向
い
防

　

雪
セ
ン
タ
ー
前
駐
車
場

◆
コ
ー
ス
／
旭
・
栄
コ
ー
ス
（
薬
師

　

神
社
・
旭
公
園
・
栄
神
社
な
ど
）

◆
定
員
／
先
着
20
人

◆
参
加
費
／
２
０
０
円

◆
申
込
み
／
横
手
市
観
光
協
会

　

☎
３
３
‐
７
１
１
１

　
　

土
砂
災
害
危
険
個
所
の
立
入

　
　

り
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

土
砂
災
害
の
危
険
性
の
あ
る
場
所

を
調
査
し
ま
す
。
県
の
身
分
証
明
書

を
携
帯
し
た
調
査
員
が
私
有
地
に
入

り
、
調
査
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

◆
調
査
地
区
／
雄
物
川
・
大
森
地
域

◆
期
間
／
５
月
〜
７
月

◆
問
合
せ
／
県
平
鹿
地
域
振
興
局
建

　

設
部
企
画
調
査
課

　

☎
３
２
‐
６
２
０
５

　
　

６
月
１
〜
７
日
は
『
Ｈ
Ｉ
Ｖ

　
　
（
エ
イ
ズ
）検
査
普
及
週
間
』

　

普
及
週
間
に
向
け
、
街
頭
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
等
を
実
施
し
ま
す
。

【
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
】

◆
日
時
／
５
月
30
日（
金
）午
前
７
時

　

〜
８
時
30
分

◆
場
所
／
横
手
駅
構
内

◆
内
容
／
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
の
配
布

【
エ
イ
ズ
検
査
】

◆
日
時
／
◎
６
月
４
日（
水
）午
後
１

　

時
30
分
〜
3
時
30
分

　

◎
６
月
11
日（
水
）午
前
９
時
30
分

　

〜
11
時
30
分

◆
場
所
／
横
手
保
健
所

◆
内
容
／
エ
イ
ズ
個
別
相
談
、
即
日

　

検
査（
匿
名
）

◆
料
金
／
無
料（
要
予
約
）

※
毎
月
第
2
水
曜
日
に
も
検
査
等
を

　

実
施
し
て
い
ま
す
。

《
共
通
事
項
》

◆
問
合
せ
／
横
手
保
健
所
健
康
・
予

　

防
班
☎
３
２
‐
４
０
０
６　
　

　
　

　
　

４
月
１
日
か
ら
印
紙
税
法
が

　
　

改
正
さ
れ
て
い
ま
す

　

詳
細
は
、
国
税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◆
主
な
改
正
内
容
／
◎『
領
収
証
』等

　

の
非
課
税
範
囲
が
３
万
円
未
満
か

　

ら
５
万
円
未
満
に
拡
大

　

◎『
不
動
産
譲
渡
契
約
書
』お
よ
び

　
『
建
設
工
事
請
負
契
約
書
』の
印
紙

　

税
の
軽
減
措
置
が
延
長
さ
れ
、
適

　

用
範
囲
・
軽
減
額
が
拡
充

　
　

事
業
主
の
皆
さ
ま
へ『
労
働
保

　
　

険
の
手
続
き
を
お
忘
れ
な
く
』

　

労
働
保
険
（
労
災
保
険
・
雇
用
保

険
）
の
年
度
更
新
手
続
き
は
期
日
ま

で
に
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
便
利

な
口
座
振
替
を
お
勧
め
し
ま
す
。

◆
期
日
／
６
月
２
日（
月
）〜
７
月
10

　

日（
木
）

◆
問
合
せ
／
横
手
労
働
基
準
監
督
署

　

☎
３
２
‐
３
１
１
１　
　

　
　

警
察
官
Ａ
・
女
性
警
察
官
Ａ

　
　

募
集

【
警
察
官
Ａ
Ⅰ（
男
性
）※
平
成
26
年

　
10
月
採
用
予
定
】

◆
受
験
資
格
／
昭
和
56
年
４
月
２
日

　

以
降
に
生
ま
れ
た
方
で
、
大
学
卒

　

業
ま
た
は
平
成
26
年
９
月
ま
で
に

　

卒
業
見
込
み
の
方

【
警
察
官
Ａ
Ⅱ（
男
性
）・
女
性
警
察

　
官
Ａ
※
平
成
27
年
４
月
採
用
予
定
】

◆
受
験
資
格
／
昭
和
56
年
４
月
２
日

　

以
降
に
生
ま
れ
た
方
で
、
大
学
卒

　

業
ま
た
は
平
成
27
年
３
月
ま
で
に

　

卒
業
見
込
み
の
方

《
共
通
事
項
》

◆
試
験
日
程
／
【
１
次
試
験
】
７
月

　

12
日（
土
）・
13
日（
日
）【
２
次
試

　

験
】８
月
中
旬
お
よ
び
下
旬

◆
受
付
期
限
／
６
月
６
日（
金
）ま
で

◆
問
合
せ
／
横
手
警
察
署
警
務
課

　

☎
３
２
‐
２
２
５
０

　
　

求
職
者
支
援
訓
練『
Ｉ
Ｔ
ビ
ジ

　
　

ネ
ス
基
礎
科
』受
講
者
募
集

　

求
職
者
向
け
と
し
て
３
カ
月
間
、

パ
ソ
コ
ン
の
基
礎
、
ワ
ー
プ
ロ
、
表

計
算
ソ
フ
ト
の
操
作
等
を
学
び
ま
す
。

◆
日
時
／
６
月
25
日（
水
）〜
９
月
24

　

日（
水
）午
前
９
時
〜
午
後
３
時
50

　

分
※
土
日
・
祝
日
は
休
み

◆
場
所
／
㈱
し
す
て
む
工
房

◆
受
講
料
／
無
料（
テ
キ
ス
ト
代
別
）

◆
対
象
者
／
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職

　

申
し
込
み
を
し
て
い
る
方
で
職
業

　

訓
練
そ
の
他
の
支
援
の
必
要
性
が

　

高
い
と
認
め
ら
れ
る
方

◆
定
員
／
15
人
※
６
月
５
日（
木
）午

　

後
１
時
〜
面
接
等
で
選
考

◆
給
付
金
／
一
定
の
要
件
を
満
た
す

　

場
合
、給
付
金
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

◆
申
込
期
限
／
５
月
30
日（
金
）

◆
申
込
み
／
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
横
手

　

☎
３
２
‐
１
１
６
５

　
　

２
０
１
４
グ
ッ
ド
ラ
イ
ダ
ー

　
　

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
秋
田
開
催

　

二
輪
車
の
運
転
技
能
と
マ
ナ
ー
の

向
上
を
図
る
た
め
、
実
技
型
二
輪
車

安
全
運
転
講
習
会
を
行
い
ま
す
。

◆
日
時
／
５
月
31
日（
土
）午
前
９
時

　

30
分
〜
正
午
※
小
雨
決
行

◆
場
所
／
県
警
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー

◆
対
象
者
／
二
輪
免
許
取
得
済
み
の
方

◆
定
員
／
25
人

◆
車
種
／
大
型
〜
原
付
（
講
習
時
の

　

バ
イ
ク
は
自
身
の
持
ち
込
み
）

◆
申
込
期
限
／
５
月
23
日（
金
）

◆
申
込
み
・
問
合
せ
／
秋
田
県
二
輪

　

車
普
及
安
全
協
会

　

☎
０
１
８
‐
８
６
２
‐
１
１
１
７

　
　

現
場
管
理
者
統
括
管
理
講
習

　
　

　

詳
細
は
、
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◆
日
時
／
６
月
３
日（
火
）・
４
日（
水
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

◆
場
所
／
市
総
合
技
能
セ
ン
タ
ー

◆
受
講
料
／
１
万
円

◆
申
込
期
限
／
５
月
23
日（
金
）

◆
申
込
み
／
横
手
地
方
職
業
能
力
開

　

発
協
会
☎
３
２
‐
５
７
８
３　

　
　

大
曲
技
術
専
門
校

　
　

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

　

お
勤
め
し
て
い
る
方
が
対
象
で
す
。

【
家
を
建
て
る
人
の
た
め
の
住
宅
設

　
計
法
】

◆
期
日
／
６
月
４
日（
水
）・
５
日（
木
）

【
福
祉
住
環
境
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　
2
級
準
備
講
習
】

◆
期
日
／
６
月
12
日（
木
）・
13
日（
金
）

【
ワ
ー
ド
ビ
ジ
ネ
ス
活
用
講
習（
ワ
ー

　
ド
２
０
１
０
）】

◆
期
日
／
６
月
25
日（
水
）・
26
日（
木
）

《
共
通
事
項
》

◆
時
間
／
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

◆
定
員
／
10
人

◆
受
講
料
／
無
料（
テ
キ
ス
ト
代
別
）

◆
場
所
・
申
込
み
／
大
曲
技
術
専
門

　

校
☎
０
１
８
７
‐
６
２
‐
６
３
２
１

　
　

　
　

　
　

　
　

課
税
証
明
書
等
の
発
行
は
６

　
　

月
９
日
（
予
定
）
か
ら

　

平
成
26
年
度
分
の
課
税
証
明
書
等

は
、
６
月
９
日（
月
）か
ら
の
発
行
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

◆
問
合
せ
／
市
財
務
部
市
民
税
課

　

☎
３
２
‐
２
５
１
０
、
各
地
域
局
地

　

域
振
興
課
（
横
手
地
域
局
除
く
）

　
　

羽
後
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
の

　
　

優
待
券
を
無
料
配
布
し
ま
す

　

羽
後
カ
ン
ト
リ
ー
㈱
か
ら
、
市
に

対
し
同
社
ゴ
ル
フ
場
の
優
待
券
が
提

供
さ
れ
ま
し
た
。
抽
選
で
無
料
配
布

し
ま
す
。
※
応
募
は
一
人
１
口
ま
で

◆
配
布
数
／
株
主
優
待
券
１
０
０
枚

◆
応
募
資
格
／
市
内
在
住
の
方

◆
応
募
方
法
／
は
が
き
に
、
住
所
、

　

氏
名
、
世
帯
主
名
を
記
入
し
て
応

　

募
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
応
募
締
切
／
５
月
28
日（
水
）必
着

　

※
当
選
者
の
発
表
は
、
発
送
を
も

　

っ
て
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◆
応
募
先
・
問
合
せ
／

　

〒
０
１
３
‐
８
６
０
１　

横
手
市

　

条
里
一
丁
目
１
番
１
号　

市
財
務

　

部
管
財
課
☎
３
５
‐
２
１
６
８

　
　

横
手
市
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ

　
　

教
室
を
開
催
し
ま
す

◆
日
時
／
６
月
12
日（
木
）午
前
10
時

　

〜
11
時
30
分

◆
場
所
／
横
手
体
育
館

◆
対
象
／
市
内
に
住
む
身
体
・
知
的

　

・
精
神
障
が
い
者
で
、
会
場
ま
で

　

各
自
で
来
場
で
き
る
方
（
付
き
添

　

い
の
方
も
入
場
で
き
ま
す
）

◆
種
目
／
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
、

　

ボ
ッ
チ
ャ
（
ボ
ー
ル
を
投
げ
た
り

　

転
が
し
た
り
し
、
目
標
球
に
い
か

　

に
近
づ
け
る
か
を
競
う
ス
ポ
ー
ツ
）

◆
参
加
費
／
無
料
（
保
険
は
県
障
害

　

者
ス
ポ
ー
ツ
協
会
で
加
入
）

◆
申
込
期
限
／
６
月
５
日（
木
）

◆
申
込
み
・
問
合
せ
／
市
健
康
福
祉

　

部
社
会
福
祉
課
☎
３
５
‐
２
１
３

　

２
ま
た
は
横
手
市
社
会
福
祉
協
議

　

会
☎
３
６
‐
５
３
７
７

　
　

赤
ち
ゃ
ん
の
お
風
呂
の
入
れ

　
　

方
体
験
講
座

　

赤
ち
ゃ
ん
を
安
心
し
て
お
風
呂
に

入
れ
る
た
め
の
練
習
を
行
い
ま
す
。

◆
日
時
／
６
月
10
日（
火
）午
前
10
時

　

〜
11
時

◆
場
所
／
横
手
保
健
セ
ン
タ
ー

◆
受
講
料
／
無
料

◆
対
象
／
妊
婦
さ
ん
と
そ
の
家
族

◆
定
員
／
５
組
（
予
約
制
）

◆
申
込
み
／
市
健
康
福
祉
部
健
康
推

　

進
課
☎
３
３
‐
９
６
０
０　
　

　
　

ひ
と
り
親
家
庭
の
方
を
対
象

　
　

と
し
た
経
理
事
務
講
習
会

　

ひ
と
り
親
家
庭
の
父
や
母
等
を
対

象
に
、
就
労
に
生
か
せ
る
簿
記
の
基

礎
を
学
び
ま
す
。
申
込
書
に
、
縦
４

㌢
×
横
３
㌢
の
顔
写
真
を
添
付
し
て

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

◆
日
時
／
６
月
21
日（
土
）か
ら
10
月

　

18
日（
土
）ま
で
の
毎
週
土
曜
日
、

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

◆
場
所
／
秋
田
県
社
会
福
祉
会
館

　
（
秋
田
市
旭
北
栄
町
）

◆
テ
キ
ス
ト
代
／
３
，
７
８
０
円

◆
定
員
／
20
人

◆
申
込
期
限
／
６
月
９
日（
月
）

◆
申
込
み
／
市
健
康
福
祉
部
子
育
て

　

支
援
課
☎
３
５
‐
２
１
３
３

　
　

わ
た
し
力
Ｕ
Ｐ
！
講
座
『
ピ

　
　

ラ
テ
ィ
ス
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
』

　

体
幹
を
鍛
え
る
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
を

行
い
ま
す
。
子
育
て
中
の
母
親
が
対

象
で
す
。

◆
日
時
／
５
月
29
日（
木
）午
前
10
時

　
〜
11
時
30
分

◆
場
所
／
2Y
ぷ
ら
ざ

◆
参
加
費
／
５
０
０
円

◆
定
員
／
先
着
20
人

◆
託
児
／
あ
り
（
先
着
10
人
）

◆
申
込
み
／
市
子
育
て
支
援
セ
ン
タ

　

ー
☎
３
２
‐
２
４
２
６　

　
　

６
月
1
日
は
横
手
地
域
一
斉

　
　

ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
で
す

　

横
手
川
周
辺
お
よ
び
横
手
地
域
の

ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
を
行
い
ま
す
。

　

町
内
で
必
要
な
土
の
う
袋
や
ク
リ

ー
ン
ア
ッ
プ
用
の
袋
を
、
市
役
所
本

庁
舎
１
階
８
番
窓
口
で
配
布
し
ま
す

の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
日
時
／
６
月
１
日（
日
）午
前
９
時

　

か
ら
１
時
間
程
度

　

※
開
催
の
合
図
は
、
午
前
7
時
に

　

花
火
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◆
問
合
せ
／
市
市
民
生
活
部
生
活
環

　

境
課
☎
３
５
‐
２
１
８
４

　
　

横
手
市
雇
用
創
出
協
議
会
主

　
　

催
各
種
講
習
会

【
女
性
の
パ
ワ
ー
が
、
地
域
産
業
を

　
熱
く
す
る
！
】

　

福
島
県
の
『
お
い
し
い
』
を
提
供

し
続
け
て
い
る
女
性
起
業
家
た
ち
の

ト
ー
ク
シ
ョ
ー
を
行
い
ま
す
。

◆
日
時
／
５
月
21
日（
水
）午
後
２
時

　

〜
５
時

◆
場
所
／
2Y
ぷ
ら
ざ

【
エ
ク
セ
ル
２
０
１
０
、
イ
ン
タ
ー

　
ネ
ッ
ト
、
ネ
ッ
ト
販
売
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
基

　
礎
講
習
】

◆
日
時
／
５
月
21
日（
水
）〜
28
日（
水
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
※
平
日
の
み

◆
場
所
／
㈱
し
す
て
む
工
房

◆
定
員
／
10
人
（
書
類
選
考
あ
り
）

【
誰
で
も
で
き
る
、
お
も
て
な
し
型

　
ツ
ア
ー
の
作
り
方
】

◆
日
時
／
６
月
３
日（
火
）午
後
５
時

　

30
分
〜
７
時
30
分

◆
場
所
／
2Y
ぷ
ら
ざ

《
共
通
事
項
》

◆
受
講
料
／
無
料

◆
対
象
／
求
職
者
、
農
業
従
事
者
等

◆
申
込
み
／
横
手
市
雇
用
創
出
協
議

　

会
事
務
局
（
市
商
工
観
光
部
商
工

　

労
働
課
内
）
☎
３
３
‐
３
８
９
９

　
　

K
A
M
O
S
U
‐
D
O
発
酵
の  

　
　

ち
か
ら
塾
26
年
度
塾
生
募
集

　

発
酵
メ
カ
ニ
ズ
ム
や
横
手
の
発
酵

文
化
に
つ
い
て
学
ぶ
講
座
を
全
４
回

開
催
し
ま
す
。
ま
た
、
講
座
の
ほ
か

に
課
外
学
習
な
ど
も
予
定
し
て
い
ま

す
。
あ
な
た
も
発
酵
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー

を
目
指
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

◆
日
時
／
初
日
６
月
17
日（
火
）、
以

　

降
9
月
ま
で
の
毎
月
第
3
火
曜
日

　

を
予
定
、
午
後
7
時
〜
9
時

◆
場
所
／
あ
さ
く
ら
館

◆
定
員
／
20
人
程
度

◆
参
加
費
／
年
間
４
，
０
０
０
円

◆
申
込
み
／
よ
こ
て
発
酵
文
化
研
究

　

所
事
務
局（
市
農
林
部
マ
ー
ケ
テ
ィ

　

ン
グ
推
進
課
内
）☎
３
２
‐
２
１
１
７

　
　

栄
公
民
館
主
催
『
中
国
茶
・

　
　

紅
茶
で
お
も
て
な
し
講
座
』

　

お
茶
を
た
の
し
む
サ
ロ
ン
『
さ
ら

さ
ら
』
主
宰
の
山
田
あ
ゆ
み
氏
を
講

師
に
迎
え
、
季
節
に
あ
わ
せ
た
中
国

茶
や
紅
茶
で
『
お
も
て
な
し
』
の
仕

方
を
体
験
し
ま
す
。

◆
日
時
／
６
月
11
日（
水
）・
９
月
10

　

日（
水
）・
12
月
10
日（
水
）、
午
後

　

１
時
30
分
〜
3
時
30
分

◆
参
加
費
／
１
回
１
，
５
０
０
円
〜

　

２
，
０
０
０
円
程
度

◆
場
所
・
申
込
み
／
栄
公
民
館

　

☎
３
３
‐
５
３
２
０　
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ら
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お
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ら
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催　
し

催　
し

催　
し

新たな食料・農業・農村基本計画の検討
のためご意見、ご要望を募集しています
新たな食料・農業・農村基本計画の検討
のためご意見、ご要望を募集しています

　農林水産省では、食料・農業・農村基本法に基づき
今後10年程度を見通した農政の中長期的なビジョンを
示す『食料・農業・農村基本計画』の見直しを行って
います。今後に活用するため、ご意見等をお寄せくだ
さい。詳細はホームページ（http://www.maff.go.jp/
j/keikaku/k_aratana/iken_140212/）をご覧ください。
◆問合せ／東北農政局大仙地域センター農政推進グル
　　　　　ープ産業チーム☎0187-62-2123

お
知

ら
せ

募　
集

募　
集

か

も

す

ど
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地域からのお知らせ

『ハワイアンダンス＆英会話教室』体験説明会
●期日／６月３日(火)・10日(火)※以降毎週火曜　●時
間／【ハワイアンダンス教室】午後２時～３時30分、午後
７時40分～８時40分　【英会話教室】(小学生向け)午後４
時～５時　(大人向け)午後６時30分～７時30分　●場所
／サンサン横手　●参加費／無料　●問合せ／加藤さん 
☎080-3148-2949　※６月４日(水)はＹ2ぷらざで開催しま
す。時間帯が異なりますので、参加をご希望される場合
は５月25日(日)～６月１日(日)の間にお問合せください｡

横手おやこ劇場20周年記念事業 花咲かせプロジェクト
『ミュージカル すてきな三にんぐみ』
●日時／６月５日(木)午後７時～ ●場所／サンサン横手 
●参加費／子ども無料、大人は参加協力金として１人１口
1,000円以上 ●定員／100名 ●問合せ／横手おやこ劇場事
務所 ☎33-0812(火･金曜 午前11時～午後３時)

『歌の好きな人集まれ！！』～思いっきり歌声喫茶～
●日時／６月５日(木)午後７時～　●参加費／ 1,000円
(飲み物､ケーキ付）※要予約　●演奏曲／風がはこぶもの
他20曲以上　●申込み・場所／煉瓦屋(寿町) ☎33-2811

『ほろわDEキャンプ』
●期間／６月７日(土)午前10時～８日(日)午後２時　●
参加費／2,500円　●定員／ 10グループ(40名程度） ●場
所・問合せ／保呂羽山少年自然の家 ☎26-6011

『初夏の風朗読コンサート』
●日時／６月７日(土)午後２時～　●場所／十文字教会
（十文字町字栄町19-１）　●入場料／無料　●出演／ギタ
ー：柴田周子さん　朗読：グループ木もれび､あしあと  ●
問合せ／柴田さん ☎090-9034-8912

よこて農家塾６月例会『私と写経について』
●日時／６月７日(土)午前10時～午後２時　●場所／グ
リーンポート杉沢　●内容／講演とそば打ち体験　●参
加費／500円(昼食代)  ●問合せ／小田嶋さん ☎33-0897
　
第45回成瀬川『マス釣り大会』
●日時／６月15日(日)午前７時30分～午後１時　●受付
場所／東成瀬村岩井川『農村じょうか公園』　●釣り場所
／真戸橋下～手倉えん堤下　●参加費／組合員1,500円、
一般2,000円(女性・中学生以下無料、要受付)　●問合せ
／成瀬漁協 林さん ☎090-1491-9890
　
『秋田県南若者サポートステーションよこて』からのご案内
　就労などの悩みを抱える若者や保護者の支援を行って
います。お気軽にご連絡ください。
●時間／午前９時～午後６時　※水曜・日曜祝日は休館 
●利用料／無料　●場所・問合せ／すこやか横手(横山町
１-１)内 ☎23-5101

　　
『押花・ポーセラーツ展』
　花に囲まれたやわらかな空間で、ゆっくりとした時間
をお過ごしください。
●期間／５月17日(土)～６月16日(月)、午前９時30分～
午後５時　●場所／秋田ふるさと村 工芸展示館　●入場
料／無料　●問合せ／宮本さん ☎090-9030-1521

気功愛好会『みんなの無料気功教室』
　簡単で覚えやすい気功と座禅を通じて、健康な体と集
中力を養ってみませんか。子どもからお年寄りまで、ど
なたでも参加できます。
●日時／５月17日(土)･24日(土)･31日(土)、午後２時～
４時※毎週土曜日開催　●場所／浅舞公民館　●問合せ
／気功愛好会 ☎080-9660-5859
　　　　
『太極拳教室』
　この春、太極拳を始めてみませんか。初心者･見学者･
男性もお気軽にご参加ください。
●日時／５月22日･29日(木)、午後１時30分～３時　●場
所／南部シルバーエリア　●参加費／無料　●問合せ／
瀬川さん ☎090-7667-6701

真美会『春の美術展』
●期間／５月23日(金)～26日(月)、午前９時30分～午後
６時(23日は正午から、26日は午後５時まで)　●場所／
Ｙ2ぷらざ３階　●入場料／無料　●問合せ／真美会事務
局 佐々木さん ☎32-4813

『第 29 回国民文化祭・あきた 2014』横手市応援事業
『和の心でおもてなし』
　華道・書道の作品展示や日舞ステージ発表､お茶のもて
なしを行います。
●期間／５月24日(土）・25日(日)、午前10時～午後４時
●場所／Ｙ2ぷらざ ●問合せ／事務局 高橋さん ☎32-9261

とっぴんぱらりのプー『第140回昔語りの会』
　さわやかな初夏の昼下がり､昔語りでなごみませんか｡
●日時／５月24日(土)午後１時30分～　●場所／こう
じ庵(鍛冶町)　●入場料／無料　●問合せ／菅原さん 
☎080-5225-5903

『子供をのばすコーチング講座』(全２回)
●日時／５月28日(水)･６月４日(水)、午後６時30分～
８時30分　●場所／サンサン横手　●受講料／一回2,000
円　●申込み／心理カウンセラー　ラジカスキー真紀子
さん ☎090-4674-0310

南の館『第116回月例市民将棋大会』
●日時／６月１日(日)午前10時～ ●場所／十文字B&G海
洋センター ●参加費／一般1,200円、高校生以下800円(昼
食､賞品､参加賞付) ●問合せ／佐藤さん ☎090-3365-2720

いどばたプラザいどばたプラザ

献血日程献血日程 受付

５月27日(火)
平　鹿

全血

㈱森井製作所秋田工場

特別養護老人ホーム平寿苑
特別養護老人ホームあやめ苑

５月25日(日)
大　森

大森リゾート村
(芝桜フェスタ会場)

マックスバリュ平鹿町店
13：00～ 16：00
10：00～ 11：30

10：00～ 10：45

種類

５月22日(木)
雄物川

月日・地域 実　施　場　所
ＪＡ秋田ふるさと雄物川総合支店
雄物川庁舎前
スーパーセンタートラスト雄物川

受付時間

13：00～ 13：45
10：00～ 11：30

14：30～ 16：00

12：15～ 12：45
13：30～ 14：15

400ml献血に
 ご協力ください

15：00～ 15：45

山菜シーズン到来！ 『山菜まつり』開催山菜シーズン到来！ 『山菜まつり』開催
道の駅さんない『山菜まつり』
　直売所会員による山菜の販売をはじめ、山菜流しそば
や山菜汁の振る舞い、美味いもの屋台、フリーマーケッ
トなど、お楽しみイベント盛りだくさんで開催します。
また、秋田県南の〝道の駅〟が集合し、自慢の特産品を
販売する『じまんこ市場』も同時開催します。
◆日　時／５月24日(土)・25日(日)、10：00～15：00
◆問合せ／道の駅さんない ☎56-1600
あいのの温泉直売所 山菜恵ちゃん『山菜まつり』
  祝い餅つき大会、山菜汁の振る舞い、ジャンケン大会､
お菓子まきを行います。ぜひお越しください。
◆日　時／５月25日(日)10：30～15：00
◆問合せ／あいのの温泉直売所 山菜恵ちゃん ☎53-2710

　掲載を希望する場合は、発行日の『20日前まで』に内
容がわかるものを広報係(連絡先は最終ページに掲載)
にお寄せください。

増田町診療所(耳鼻咽喉科）
　4月16･23･30日(毎週水曜)
　／14:00～15:30
大沢診療所(内科）
　5月26日(月)
　／13:30～15:00

三又へき地診療所(内科）
　5月20･27日、6月3日(毎週火曜)
　／13:30～16:30
上平野沢へき地診療所(内科）
　5月15･22･29日、6月5日
　　　　　　　(毎週木曜)
　吉谷地／13:00～15:00
　山内武道／15:10～17:00

ご利用前にご確認ください休館日

ご利用前にご確認ください診療日

横手図書館
　5月21･28日、6月2･4日
増田図書館
　5月19･26日、6月2日
平鹿図書館
　5月20･27日、6月2･3日
雄物川図書館
　5月21･28日、6月2･4日
大森図書館
　5月20･27日、6月2･3日
十文字図書館
　5月21･28日、6月2･4日
山内図書室
　5月17･18･24･25･31日、6月1日
大雄図書室
　5月18日

雄物川郷土資料館　5月19･26日、
　　　　　　　　　6月2日
ゆっぷる　5月21日
ゆとり館　5月20･27日、6月3日
えがおの丘　5月19･26日、6月2日
大森健康温泉　5月19･26日
ゆとりおん大雄　5月22日、6月5日
健康の駅トレーニングセンター
　東部
　　5月21･28日、6月4日
　西･南部
　　5月17･18･24･25･31日、6月1日
子どもと老人のふれあいセンター
　5月19･26日、6月2日
南部シルバーエリア
　5月19･26日、6月2日
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木29

火 3
水 4
木 5

木 15

月 19

横手市消費者大会 ▼13：30～15：30、かまくら館

よこいち｡『楽しい音』 ▼10:00～16:00、Ｙ2ぷらざ
ミュージアムコンサート『サックス四重奏コンサート』

　 ▼①13：30～②15：00～、秋田県立近代美術館
　急 平鹿総合病院(荻原・高橋医師※１)☎32-5124
　急 小田嶋まさる内科(横手)☎38-8951
　児 平鹿総合病院(岡田医師)☎32-5124
　行 雄物川地域局特別会議室 ▼10：00～12：00
　法 増田地区多目的研修センター
　　 ▼10：00～12：00、社協・増田福祉センター☎45-4848
　心 社協・山内福祉センター(ゆうらく館)
　　　　社協・大雄福祉センター(ふれあい館) ▼9：30～12：00
　法 市役所本庁舎(かまくら館隣り)
 　　 ▼13：00～15：00、市くらしの相談課☎35-4099
　心 社協・平鹿福祉センター(ゆとり館)

　行 市役所本庁１階総合案内 ▼13：00～15：00
　法 社協・雄物川福祉センター
　　 ▼10：00～12：00､社協・雄物川福祉センター☎56-2072
2014大森リゾート村芝桜フェスタ ▼～6月1日
山内『山菜まつり』 ▼～25日、詳しくは14ページ
ウオーキングデー ▼9：00、かまくら館サンルーム集合
　急 佐々木医院分院(雄物川)☎22-5557
　急 市立横手病院(下田医師)☎32-5001
　児 平鹿総合病院(石橋医師)☎32-5124

　人 条里南庁舎 ▼9：00～12：00／13：00～16：00
　心 雄物川コミュニティセンター

さんない芝桜まつり ▼～6月8日　

中村征夫アーティストトーク＆サイン会

　 ▼①11：00～②14：00～、秋田県立近代美術館
　急 高橋医院(十文字)☎42-0421
　急 平鹿総合病院(福嶋医師)☎32-5124
　児 平鹿総合病院☎32-5124
　行 大森コミュニティセンター ▼10：00～15：00
　法 相談予約受付開始6月18日分 ▼市くらしの相談課☎35-4099
　法 社協・平鹿福祉センター(ゆとり館)
　　 ▼10：00～12：00､社協・平鹿福祉センター☎24-3283

　法 市役所本庁舎(かまくら館隣り) ▼10：00～12：00／
　　 13：00～15：00、社協・横手福祉センター☎33-8668
　心 市役所本庁舎(かまくら館隣り)

◆チャレンジデー2014 in 横手／0：00～21：00
　 ※詳しくは4ページをご覧ください。
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5.15　6.55.15　6.5災害情報は「横手かまくらＦＭ」77.4ＭＨｚで災害情報は「横手かまくらＦＭ」77.4ＭＨｚで ！！

【無料相談】 行…行政 法…法律（要予約）人…人権  
      　　 心…心配ごと（9：30～12：00）問合せ／社協各福祉センター
【救急医療】 急…休日救急当番医（9：00～12：00）
　　　　　 　　※１…５月の第３日曜日は耳鼻科の医師も診察します
　　　　　 児…日曜夜間小児救急外来（受付18：00～21：00）
【社会保険年金相談】 市役所本庁舎１階相談窓口☎32-2111（内線8528）
　・毎週月曜～木曜 9：30～12：00／13：00～15：30

心
法 人

急

児

行
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

５月25日(日)「とっとこハム太郎
　　　　　　　　　　　ハムハムランド大冒険」    【55分】
６月１日(日)「トイストーリー」　　　　　　　 　【81分】

無料映写会 ～ 南部シルバーエリア(大森町)無料映写会 ～ 南部シルバーエリア(大森町)
◆上映時間／午後１時～　◆問合せ／☎26-3880

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

〔　　　　　　　　　　　　　　　　〕 ※4月末現在（前月末比）

横手市の人口横手市の人口
総数　 96,615人（ -50) ／ 34,548世帯( 79）
　男　 45,791人（ -26）
　女　 50,824人（ -24）

Pick up!
!

Pick up!
!ピック

アップ
ピック

アップ

2014大森リゾート村芝桜フェスタ

■５月24日（土）～６月１日（日）9：00～17：00
　赤･白･ピンク･紫の色鮮
やかな約23万株の芝桜が､
ツツジとサクラの花の形
を浮かび上がらせます｡模
様の境目は遊歩道が整備
されていて、その魅力を
間近で堪能できます。芝
桜の丘に描かれる花のア
ートをご覧ください。
◆場所／大森リゾート村
◆主なイベント(期間中は
　19：00よりライトアップ)
◎土曜・日曜日／10：00～ポニー馬車運行
◎５月24日(土)／9：00～先着1,000名様に芝桜の
　苗をプレゼント
◎５月25日(日)／①11：00～②14：00～秋田のご  
　当地アイドル『ｐｒａｍｏ』ライブ(２回公演)
◎５月31日(土)／10：00～『キッズ・デー』
　20：00～プチ花火ショー
◎６月１日(日)／14：00～漫画家きくち正太先生
　サイン会(9：00～整理券100枚配布､料金500円)
◆問合せ／大森地域局産業建設課　☎26-2116
期間中、入場者の皆さまから芝桜維持管理費として協力金100
円をいただきます。ご協力をお願いします。
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さんない芝桜まつり

■５月31日（土）～６月８日（日）
　住民総参加による大松
川ダム芝桜園の『まごころ
除草』が行われ、芝桜も本
来の姿を取り戻しつつあ
ります。土曜・日曜日に
は、ご家族で楽しめるイ
ベントを企画しています｡
願いを込めて手入れされ､
色鮮やかに咲く芝桜をぜ
ひご覧ください。
◆時間／10：00～15：00（イベント開催）
◆場所／大松川ダム公園
◆主なイベント
◎土曜・日曜日／うまいもの広場､芝桜の苗販売等
◎５月31日(土)／11：00～千本杵祝い餅つき
◎６月１日(日)／10：00～熱気球の係留、紙飛行
　機とばし大会
◎６月１日(日)･８日(日)／10：00～野点、似顔
　絵コーナー
◆問合せ／山内地域局産業建設課　☎53-2934
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